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⾲紙┿ ୖ：ㄏᘬ狙撃法でㄏᘬࡓࢀࡉシカ
ୗ：森林用ࣉࢵࣟࢻネࢺࢵにᤕ⋓ࡓࢀࡉシカ

ᡂᯝのά用㠃・␃ពⅬ

ື物をᑐ㇟する人道性のホ౯は、ほⓗࡋࡶくはឤぬⓗุ࡞断に࡙ࡶい࡚行わࢀ
るሙ合ࡀᑡ࡞くࡾ࠶ませࡋࡋ。ࢇ本研究では、シカをᑐ㇟するᐃ㔞ⓗ࡞ホ౯ᡭ法を
ᥦ♧するこࡀできまࡓࡋ。このᡭ法のᑟධにࡾࡼ、ྛ✀のᤕ⋓・ẅฎ分᪉法のホ౯に
ᐈほ性ࡀࢀࡑ、ࢀࡉにᚑする者ࡸᅋయの人道性にᑐするព㆑ྥୖࡶᮇᚅࢀࡉます。
市Ẹឤに࡞は、ື物ឡㆤⓗくは㛤♧するこࡋࡶ✚に、ᚲせにᛂじホ౯⤖ᯝをࡽࡉ
。ますࡾࡀ࡞つࡶにすこࡓのㄝ᫂㈐௵をᯝ࡚ࡅྥ

㸰㸬ࠕ⾑୰コルࢰࢳール⡆౽ ᐃᶵࠖのಙ㢗性᳨ド
≟用の⾑Ύコルࢰࢳールの⡆౽ ᐃᶵ（イデࢵクࢫラ࣎ラࢺリーᰴᘧ

♫のࢫナࣉࢵリーࢲー）でシカの⾑Ύコルࢰࢳールをᐃ㔞ࡋ、㓝⣲ච ᐃ
法（௨ୗ、EIA法）に࡚ࡗࡼᚓ್ࡓẚ㍑ࡋまࡑ。ࡓࡋの⤖ᯝ、᪉の ᐃ್
の㛫で᭷ព࡞┦関ࡀㄆࢀࡽࡵ（図１）、≟用ࢫナࣉࢵリーࢲーのシカにࡅ࠾
る᭷用性ࡀ☜ㄆࢀࡉま࡚ࡗࡀࡓࡋ。ࡓࡋ、ᡭ㛫㛫ࡀるEIA法に㢗࡞ࡽ
くࡶ、シカをᑐ㇟する人道性をホ౯できるこࡀ᫂ࡽにࡾ࡞まࡓࡋ

㸱㸬人道性ホ౯࣐ーカー ᐃ್にᑐする᥇⾑ᚋの㛫⤒㐣のᙳ㡪
シカ࡞の野生ື物では、ᤕẅ┤ᚋの᥇⾑ࡸゎᯒࡀᅔ㞴࡞ሙ合ࡀ多く、᥇

⾑・ゎᯒまでにせࡓࡋ㛫ࡀ ᐃ್のಙ㢗性をᦆࡡるྍ⬟性ࡾ࠶ࡀます。ࡑ

図１ ᐃ್の┦関性 ࡓࢀࡽでᚓEIA法ーࢲリーࣉࢵナࢫ

こで、ᤕẅ┤ᚋに᥇ྲྀࡓࡋ⾑ᾮを��Υ
でಖᏑࡋ、୍ᐃ㛫࠾きに⾑୰コルࢳ
、ࢁこࡓࡋール、LDH、CKを ᐃࢰ
10㛫௨ୖ⤒㐣ࡓࡋሙ合でྛࡶ ᐃ್
に᭷ព࡞ኚはㄆࢀࡽࡵませࢇでࡓࡋ
（図㸰）。࡚ࡗࡀࡓࡋ、ᤕẅ┤ᚋに᥇
㛫௨内ᩘ、ࡶく࡚࡞࠼ゎᯒを行ࡸ⾑
のᑐᛂでࢀ࠶ば ᐃ್のಙ㢗性は⥔ᣢ
。ࡓࡋまࢀࡽ࠼⪄るࢀࡉ
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はじࡵに

ኳ↛ᯘࡃな࡛ࡅࡔேᕤᯘࡣᐖ⿕ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗななၥ㢟้῝ࡣによる᳃ᯘ⿕ᐖ࢝ࢩ

ࠊࡣによる᳃ᯘ⿕ᐖ࢝ࢩࠋࡍࡲ࠸࡚ࡁ㉳ࡀᅵተὶஸࡸᅜྛᆅ࡛᳜⏕のᔂቯࠊᣑしࡶ

ᯘᴗ⏕にࡁなጉࡆなるのࡶࡣよりࠊ⏕≀ከᵝᛶのಖにࡶࡁなᙳ㡪ࢆཬࡰしࠊ

下ᒙ᳜⏕のᾘኻによるᅵ◁ᔂቯの༴ࡣᅜᅵಖ上のၥ㢟ࡶなࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ

⌧ᅾࠊ⿕ᐖ㜵㝖ࠊಶయ⩌⟶⌮ࠊ⏕ᜥᆅ⟶⌮ࢆ㸱ࡘのᰕࡍる⥲ྜ⿕ᐖᑐ⟇ࡀᐇࢀࡉ

⊀ࠊ᪉୍ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀ⟇たᑐ࠸࠾ࢆಶయ⩌⟶⌮に㔜Ⅼࠊࡣにᯘᴗ࡛≉ࠊり࠾࡚

⊟⪅にࡣ数のῶᑡ㧗㱋ྠࡀ時に㐍⾜し࡚࠾りࠊᑗ᮶にྥࡅたᣢ⥆ⓗな࢝ࢩ捕⋓に

ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗなな安ᮦᩱࡁ

᪂たな㎰ᯘࠕ㎰ᯘỈ⏘┬による࡛ࡲ平成22㹼25ᖺᗘࠊࡵるたࡍな≧ἣにᑐฎ࠺のよࡇ

Ỉ⏘ᨻ⟇ࢆ᥎㐍ࡍるᐇ⏝ᢏ⾡㛤発ᴗ（⌧ࠊ㎰ᯘỈ⏘ᴗ࣭㣗ရ⏘ᴗ⛉Ꮫᢏ⾡◊✲᥎㐍

ᴗ）ࠖし࡚ࠕᯘᴗ⿕ᐖ㍍ῶのたࡵの࢝ࢪࣥ࣍ࢽಶయ数⟶⌮ᢏ⾡の㛤発ࠖࡀᐇࡲࢀࡉ

したࡇࠋのࠊࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉఏ⤫ⓗな⊁⊟᪉ἲࡣ␗なる᪂たなಶయ数⟶⌮ᢏ⾡ࢆ㛤発

しࠊそのຠᯝ᭷⏝ᛶ᳨ࢆドしࠊィ⏬ⓗな㐠⏝にᚲ要なሗฎ⌮ᢏ⾡ࢆ㛤発ࡍるࢆࡇ

┠ⓗしࠊಶయ数⟶⌮のたࡵの捕⋓࣒ࢸࢫࢩの㛤発ࠊಶయ数⟶⌮のたࡵのホ౯ᡭἲの㛤

発ࠊಶయ数⟶⌮のたࡵのィ⏬ᡭἲの㛤発の3ࡘの◊✲ㄢ㢟ࢆタᐃしࡲしたࠋㄢ㢟ྡࡽ

㐃ࢀࡉるよ࠺にࡽࢀࡇࠊのࠊࡣ⌮⟶࢝ࢩ他分㔝のྠࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᵝࠕࠊィ⏬

（Plan）ࠖЍࠕᐇ⾜（Do）ࠖЍࠕホ౯（Check）ࠖЍࠕᨵၿ（Act）ࠖࡽなるPDCAࢧ

ࠋࡍࡲり࠶ࡀるᚲ要ࡍ⌮⟶⾜㐍࡚ࡗにἢࣝࢡ

ࢆ࢝ࢩࡃຠ率よࠊ安࡛ࠊᑡே数࡛ࠊࡣの㛤発࡛࣒ࠖࢸࢫࢩ⋓の捕ࡵಶయ数⟶⌮のたࠕ

捕⋓ࡍるたࡵにࠊ㔝⏕࢝ࢪの⾜ືࢆไᚚしなࡽࡀㄏᘬし࣓ࢫ⩌のみࢆᑐ㇟し࡚⩌ࢀの

のホ౯ࡵಶయ数⟶⌮のたࠕࠋしたࡲ㛤発しࢆ⾡ᢏ࠸᪂し࠺࠸ࠊࡃり㝖ྲྀࡽ࣮ࢲ࣮ࣜ

ᡭἲの㛤発࡛ࠖࠊࡣㄏᘬ≺ᧁࢆ⤌みྜわ࡚ࡏᐇ㝿に捕⋓ࢆ⧞り㏉しࠊಶయ数のῶᑡに

より᪂᳜ᆅの㣗ᐖࡀ㍍ῶࡍるࢆࡇᐇドしࠊ捕⋓ಶయにࡶ↓⏝のࢆࢫࣞࢺࢫ࠼なྜ࠸

⌮ⓗな捕⋓᪉ἲ࡛࠶るࢆࡇ᫂ࡽにしࡲしたࠕࠋಶయ数⟶⌮のたࡵのィ⏬ᡭἲの㛤

発࡛ࠖࠊࡣ㔜Ⅼⓗに捕⋓ࢆ㐍ࡵるሙ所ࢆ㑅ᐃࡍるたࠊࡵGISの✵間⿵ἲにより࢝ࢩᐦ

ᗘ分ᕸᅗࢆస成ࡍるᢏ⾡ࢆ㛤発しࠊ⡆౽なࢺ࣮ࢩࢡࢵ࢙ࢳにより᳜⏕にᑐࡍる࢝ࢩの

ࠋしたࡲ㛤発しࢆるᡭἲࡍᗈᇦに▷時間࡛ㄪᰝࢆࢺࢡࣃࣥ

ᚋࠊࡣ᳃ᯘᩚഛᴗ࢝ࢩ捕⋓ᴗ୍ࢆయྠ࡚ࡏࡉ時㐍⾜ࠊࡏࡉよりຠᯝⓗなࢩ

ࠋࡍࡲ࠸࡚࠼⪄࠸たࡁ࠸࡚ࡗなࡇ࠾ࢆᣦし࡚ᢏ⾡㛤発┠ࢆ⌮⟶࢝

ᮏࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᐇに࠶たࡈ࡚ࡗᨭࡈ༠ຊ࠸たࡲࡁࡔした数ከࡃのᶵ㛵ࠊᅋయࠊಶ

ேのⓙᵝにᨵ࡚ࡵཌࡃᚚ♩⏦し上ࠋࡍࡲࡆ

平成26ᖺ2᭶

◊✲௦⾲⪅ ᳃ᯘ⥲ྜ◊✲所 ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ✲◊ ᑠἨ ㏱
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✵㛫ண 法を用い࡚ࠕⅬࠖሗをࠕ㠃ࠖሗにኚ
௵ព年度のシカ生ᜥ密度分布ࡀᢕᥱྍ⬟
」ᩘ県い࠺ᗈᇦࢣࢫールのシカ生ᜥ密度分布のᢕᥱ

シカのࡓくࢇࡉいるሙ所はこࡔ㸽
㸫ᗈᇦ✵㛫ࢣࢫールにࡅ࠾るシカの生ᜥ密度分布㸫

研究担当者：森林総合研究所九州支所 近藤洋史

森林総合研究所 小泉 透

研究の࣏イࣥࢺ

研究のࡽࡡい

研究内容
１㸬✵㛫ண 法を用い࡚Ⅼሗを㠃ሗにኚ
こࢀまでの生ᜥ密度分布ࣉࢵ࣐では、地図ୖに♧すシࣥ࣎ル࣐ークのⰍࡸ

きࡉに࡚ࡗࡼㄪ査⟠所の生ᜥ密度を⾲す᪉法ࡀ用い࡚ࢀࡽきまࡓࡋ（図1）。
࡞できࡀークを♧すこ࣐ル࣎いሙ所では、シࣥ࡞い࡚ࢀࡉㄪ査、ࡀࢁこ
いࡵࡓ、༢に✵ⓑࡋ࡚ࡗ࡞まい、ࡑこにシカࡀの࠺ࡼに分布࡚ࡋいるの
✵いる࡚ࢀࡉこで、地⌫⤫ィᏛで用ࡑ。ࡓࡋでࢇはできませを⾲すこ
㛫ண 法を㐺用すࢀば、ㄪ査地Ⅼのデータをࡶに᭱ࡶㄗᕪࡀᑡ࡞く࡞るࡼ
ࡑ。できますࡀいくこ࡚ࡵⓑ地ᖏをᇙ✵ࡽࡀ࡞ࡋにシカ生ᜥ密度を᥎ᐃ࠺
の࡞࠺ࡼ᪂ࡋいᡭ法をᛂ用ࡓࡋシカ生ᜥ密度分布を図2に♧ࡋまࡓࡋ。

㸰㸬௵ព年度のシカ生ᜥ密度分布のᢕᥱ
シカの生ᜥ密度分布のᇶに࡞る生ᜥ密度ㄪ査は、≉ᐃ㫽⋇ಖㆤ⟶⌮ィ⏬に

ᇶ࡙い࡚ࡾ࠾、㒔ᗓ県内యを」ᩘのࢵࣟࣈクに分ࡋ、୍ᐃの࿘ᮇで密度
ㄪ査をᐇ࡚ࡋいるሙ合ࡾ࠶ࡀます。ࡑのࡵࡓ、ྠ୍県内に࠾い࡚ㄪ査年ḟ
ルでの௵ព年度のシ࣋県ࣞ、ࡎの分布≧ἣをẚ㍑できࢀࡒࢀࡑ、る࡞␗ࡀ
カ生ᜥ密度分布をᢕᥱするこはᅔ㞴でࡑ。ࡓࡋこで、ᐑᓮ県をᑐ㇟࡚ࡋ、
✵ព年度のシカ生ᜥ密度の௵、ࡓࡋのᤕ⋓ᩘを⪃៖࡞⋓᭷害㫽⋇ᤕࡸ⊟⊀
㛫分布を♧すࣉࢵ࣐をసᡂࡑ、࡚ࡋの分布≧ἣを♧ࡋまࡓࡋ（図3）。

近年、シカにࡼる森林被害ࡀቑຍ࡚ࡋいるࡵࡓ、㒔道ᗓ県ではシカಶయᩘ
の⟶⌮࡞のලయⓗ࡞┠ᶆࡸ᪉法をᐃࡵる≉ᐃ㫽⋇ಖㆤ⟶⌮ィ⏬を⟇ᐃ࡚ࡋ
います。多くの⟶⌮ィ⏬では、ಶయᩘの᥎ᐃにᇶ࡙い࡚⩣年のቑຍをண ࡋ、
ᚲせᩘをᤕ⋓する᪉法ࡀ᥇࡚ࢀࡽきまࡀࡓࡋ、⊁⊟者ࡀῶᑡ࡚ࡋいるࡵࡓ、
ᚲせ࡞ᤕ⋓ᩘࡀ㐩ᡂでき࡞いこࡶ多く࡚ࡗ࡞きまࡓࡋ。シカࡀこのሙ所
に、ࢀくࡽい生ᜥ࡚ࡋいるのを♧すこࡀできࢀば、ࠕこでࠖ㔜Ⅼⓗ
にᤕ⋓ࢀࡅ࡞ࡋば࡞ࡽ࡞いをලయⓗに♧せるࡵࡓ、ᑡ࡞い人ᩘでຠ⋡ⓗ࡞
ᤕ⋓を行࠺こࡀできます。
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研究のࡽࡡい

研究内容
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シカ生ᜥ密度ࣉࢵ࣐をసᡂするこにࡾࡼ、関係する᪉ࠎでሗをඹ᭷するこࡀ容
᫆にࡾ࡞ます。まࡓ、シカ生ᜥ密度ࣉࢵ࣐は、被害の発生ࡸࡋすいシカ密度の㧗いሙ所を
で᭷用で࠼࠺ᑐ⟇のᚲせ性をႏ㉳する、ࡋ♧森林所᭷者にᥦ࡚ࡋに࠺ࡼのࣉࢵ࣐ࢻーࢨࣁ
す。シカ生ᜥ密度は、ᤕ⋓࡞に࡚ࡗࡼኚືࡋますので、ᐃᮇⓗにࣔࢽタリ࡚ࣥࡋࢢいく
こࡀ㔜せです。

図2 ᪂ࡋいᡭ法にࡼる
1999年度⚟ᒸ県シカ生ᜥ密度分布

図3 ᐑᓮ県の2005年度2007ࡽ年度にࡅ࠾る
シカ生ᜥ密度分布の᥎⛣

図4 九州地᪉のᗈᇦシカ生ᜥ密度分布
㉥Ⰽ⥺はシカの生ᜥ༊ᇦを♧す

図1 シカの࣐ークを用ࡓࡋ
1999年度⚟ᒸ県シカ生ᜥ密度分布

㸱㸬ᗈᇦ✵㛫ࢣࢫールのシカ生ᜥ密度分布
⌧ᅾ、㒔道ᗓ県ࡀシカ生ᜥ密度ㄪ査を行࡚ࡗいるࡵࡓ、シカ生ᜥᇦの୰᰾

、ࡓ生じ࡚います。まࡀែ࠺い㊊するࡀき㒔ᗓ県ቃでሗ࠺ゝࡶ
図2ࡸ図3ࡽ、県ቃ㒊で、シカ生ᜥ密度の㧗い地ᇦࡀᗈ࡚ࡗࡀいます。ࡋ
、ࡵࡓ࡞᫂ࡀ県のシカ生ᜥ密度分布の≧ἣࡓࡋ図3では、㞄᥋ࡸ図2、ࡋ
ᚋのシカのືែ࡞をண するこはྍ⬟でࡑ。ࡓࡋこで、九州地᪉のシ
カの生ᜥ࡚ࡋいる県ቃをまࡓいࡔᗈᇦのシカ生ᜥ密度分布をసᡂࡋまࡓࡋ
（図4）。この図に࡚ࡗࡼ、ᗈᇦࢣࢫールでシカ生ᜥ密度の⌧≧をᢕᥱするこ
のᑐ⟇を᥎㐍࡞⋓の༠ຊのୗ、ᤕまで௨ୖに近県ࢀこ、ࡾ࡞⬟ྍࡀ
するこࡀできるᛮわࢀます。
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⓶被害はシカ密度ࡀ㧗いࡋ⃭く࡞る
ᶞ✀、⓶ᙧែで被害ᮌのᙳ㡪࡞␗ࡀる
ルのᣦᶆにできる࣋㧗くシカ密度ࣞࡀは⓶Ⴔዲ性࢟ࣀࣄ

⓶被害ᮌࡽシカのイࣥࣃクࢺをㄪる

研究担当者：㛗野県林ᴗ総合ࣥࢭター ᒸ田ᘯ

㛗野県林ົ㒊 小ᒣὈᘯ

研究の࣏イࣥࢺ

研究のࡽࡡい

研究内容

１㸬⓶被害のᐇែᢕᥱ
㛗野県のシカ⓶被害は、シカࡀ生ᜥするࡰ地ᇦで⮬↛᳜生をྵࡵ

ࡓま。（┿1）ࡓࡋいま࡚ࡋ発生ࡀ（ࡴをྵࡾゅこす）ᶞᮌに⓶被害ࡓ
シカの⓶㣗害は、㣗物ࡀᑡ࡞いᮇࡾࡼᶞ⓶ࡀࡸࢀࡀすい3㹼6月に多
く発生࡚ࡋいまࡓࡋ。⓶被害にࡼる㐀林ᮌのᮦ㒊のኚⰍ࡞のᙳ㡪は、
ᶞ✀ではカラࢶ࣐、⓶ᙧែでは⓶㣗害でኚⰍࡀ࡞᪩く㐍行࡚ࡋいま
にᮌにᑐࡸ㏿林では、被害☜ㄆᚋࢶ࣐カラ、ࡵࡓのࡑ。（1⾲）ࡓࡋ
するᑐ⟇を㐍ࡵるᚲせ࠶ࡀるこࡀわࡾまࡓࡋ。

㸰㸬⓶被害をཷࡅるᶞᮌシカ生ᜥ≧ἣの関係
シカ生ᜥ密度ࡀ㧗く࡞るᶞᮌの⓶㣗害ࡀቑຍ࡚ࡋいまࡓࡋ（図1）。

㧗く、せ㐀林ᶞ✀の୰で被ࡀ⓶Ⴔዲ性は、の㐀林ᶞ✀にẚ࢟ࣀࣄ
害ࣞ࣋ルのᣦᶆᇶ‽࡞るࢀࡽ࠼⪄ま（2⾲）ࡓࡋ。まࡓ、ୗᒙに࠶るኳ
↛性ᶞᮌの⓶、ササ㢮の㣗害࡞࢟ࣀࣄ、ࡶの㐀林ᶞ✀のႴዲ性㡰
ẚ㍑࡞で被害ࣞ࣋ルのᣦᶆᇶ‽にできるこࡶわࡾま（3⾲）ࡓࡋ。
シカの⓶Ⴔዲ性は、ᶞ✀ࡅࡔで࡞くᖿのኴ࡞ࡉの立ᮌサイࡶࢬᙳ㡪ࡋ、
ᖿࡀ⣽い立ᮌࡀ㑅ᢥࡸࢀࡉすいこࡶ☜ㄆࢀࡉまࡓࡋ（図2）。シカ密度の
多ᐻをㄪ査するࡵࡓの⓶࡞のシカ㊧ࢵ࢙ࢳクシーࢺをసᡂ࡚ࡋ、
ヨ行ㄪ査をᐇࡋ、ㄪ査⤖ᯝは༊⏬法での生ᜥ密度ࡋ⮴୍ࡰまࡓࡋ。

シカにࡼる㐀林ᮌの⓶被害は、ᡂ㛗ᮇ㛫の༙で被害をཷࡅ、被害ࡀᮦ
㒊に✚ࡦ、ࡋいሙ合はᯤṚに⮳るき࡞問㢟です。被害ᑐ⟇を㐍ࡵるに
は、⓶被害の発生ᮇ、シカ密度ᶞ✀ูの被害発生の関係、ࡧࡼ࠾⓶
被害ࡀ立ᮌにཬࡰすᙳ㡪を᫂ࡽにするこࡀ㔜せです。まࡓ、ᶞᮌ࡞に
ṧࡓࢀࡉシカの㊧➼をᣦᶆ࡚ࡋ、シカ密度被害ࣞ࣋ルの関係を᫂ࡽ
にできࢀば、ࡑのሙ所にṧࡓࢀࡉシカの㊧ࡽこࡽࢀすき被害ᑐ⟇の
᳨ウを㐍ࡵるこࡀできます。
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ᶞᮌの⓶࡞のシカ㊧を用ࡓࡋㄪ査は、ᯞⴥ㣗害で༊ูでき࡞いカࣔシカ
࡞でいࢇ㐍ࡀの生ᜥ≧ἣㄪ査࡞༊⏬法ࡔ用ྍ⬟で、まࡶ所ⓗに生ᜥする地ᇦでྠࡀ
い地ᇦで生ᜥ≧ἣをホ౯࡚ࡋ、被害ᑐ⟇をィ⏬するこに用できます。用ୖのㄢ㢟
㊊㈨ᩱの⿵ࡓࡋ♧を࡞に、⓶ᙧែの㐪いࡵࡓすくするࡸࡋㄪ査のุᐃを、࡚ࡋ
ᐇ࡞を㐍ࡵるこࡀᣲࢀࡽࡆます。⓶被害ᮌ被害林分のྲྀᢅࡾいでは、ྠじカ
ラࢶ࣐の被害でࡶ、┠ⓗする林✀、被害発生ࡽの⤒㐣年ᩘ࡞を⪃៖ࡋ、㐺ษ࡞ᑐ
⟇を⤌ࡳ合わせるこࡀᚲせです。

図2 㞄᥋䛩䜛䝠䝜䜻㐀林ᆅの⓶被害発⏕≧ἣ

┿1 ⓶㣗害࢟ࣀࣄ
（㛗野県ୗఀ㑣㒆㮵ᮧ）
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ᡂᯝのά用㠃・␃ពⅬ

ᶞᮌの⓶࡞のシカ㊧を用ࡓࡋㄪ査は、ᯞⴥ㣗害で༊ูでき࡞いカࣔシカ
࡞でいࢇ㐍ࡀの生ᜥ≧ἣㄪ査࡞༊⏬法ࡔ用ྍ⬟で、まࡶ所ⓗに生ᜥする地ᇦでྠࡀ
い地ᇦで生ᜥ≧ἣをホ౯࡚ࡋ、被害ᑐ⟇をィ⏬するこに用できます。用ୖのㄢ㢟
㊊㈨ᩱの⿵ࡓࡋ♧を࡞に、⓶ᙧែの㐪いࡵࡓすくするࡸࡋㄪ査のุᐃを、࡚ࡋ
ᐇ࡞を㐍ࡵるこࡀᣲࢀࡽࡆます。⓶被害ᮌ被害林分のྲྀᢅࡾいでは、ྠじカ
ラࢶ࣐の被害でࡶ、┠ⓗする林✀、被害発生ࡽの⤒㐣年ᩘ࡞を⪃៖ࡋ、㐺ษ࡞ᑐ
⟇を⤌ࡳ合わせるこࡀᚲせです。

図2 㞄᥋䛩䜛䝠䝜䜻㐀林ᆅの⓶被害発⏕≧ἣ

┿1 ⓶㣗害࢟ࣀࣄ
（㛗野県ୗఀ㑣㒆㮵ᮧ）
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ジカをᤕ⋓するࢫ࣓ ಶయᩘ⟶⌮にᐤ
ᤕ⋓ࡸࡋすいሙ所にシカをㄏᘬ ᤕ⋓సᴗの㍍ປ
シカの行ື≉性を用ࡓࡋᤕ⋓ 㘒ㄗᤕ⋓をᅇ㑊

どぬ、⫈ぬを用ࡓࡋシカのㄏᘬ

研究担当者： ಙ州Ꮫ㎰Ꮫ㒊 ➉田ㅬ୍

研究の࣏イࣥࢺ

研究のࡽࡡい

研究内容

１㸬シカの➼㌟ᶍᆺ（デコイ）でㄏᘬ
♫性のື物で࠶るシカに、⮬㌟の௰㛫ࡀいるこをㄆ㆑ࡉせ、♫ⓗ探

査行ືࡸᦤ㣗行ືをຓ㛗ࡉせるこで、デコイタ⨨ሙ所にシカをㄏᘬするこ
で、デコイᶓでデコイを」ᩘ（㸳㢌）タ⨨するこ、ࡓま。ࡓࡋできまࡀ
のఅ⮩ఇᜥ行ືを発⌧ࡉせるこࡀできࡓこࡽ、デコイの用はᤕ⋓ሙ
所にᑐするシカの㆙ᡄᚰをゎくຠᯝࡶ♧၀ࢀࡉまࡓࡋ。

↛⮬ࡧࡼ࠾㎰林ᴗ、ࡾࡼಶయᩘのቑຍにࡧࡼ࠾ジカの分布ᇦのᣑࣥ࣍ࢽ
᳜生に῝้࡞被害を࡚࠼います。この࡞࠺ࡼ被害㍍ῶᑐ⟇の１つ࡚ࡋ、
ಶయᩘのቑຍに┤᥋ⓗ࡞ᙳ㡪をཬࡰす㞤ジカをయࡓࡋಶయᩘ⟶⌮を行࠺
こࡀᚲせです。ࡑこで本研究では、ຠ⋡ⓗつ┬ຊⓗにシカをᤕ⋓するᡭ
法の㛤発を┠ⓗ࡚ࡋ、シカにࡅ࠾る⫈ぬࡧࡼ࠾どぬ่⃭を用いࡓㄏᘬ᪉法
を᳨ドࡓࡋ。

デコイに♫ⓗ探査行ືを♧す野生ジカ 」ᩘのデコイの୰でఅ⮩ఇᜥする野生ジカ
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᳜生に῝้࡞被害を࡚࠼います。この࡞࠺ࡼ被害㍍ῶᑐ⟇の１つ࡚ࡋ、
ಶయᩘのቑຍに┤᥋ⓗ࡞ᙳ㡪をཬࡰす㞤ジカをయࡓࡋಶయᩘ⟶⌮を行࠺
こࡀᚲせです。ࡑこで本研究では、ຠ⋡ⓗつ┬ຊⓗにシカをᤕ⋓するᡭ
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デコイに♫ⓗ探査行ືを♧す野生ジカ 」ᩘのデコイの୰でఅ⮩ఇᜥする野生ジカ
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ᡂᯝのά用㠃・␃ពⅬ

林地内で用いるሙ合、ẚ㍑ⓗᗈい㛤ᨺ地で行࠺ຠᯝⓗです。まࡓ、林地に㞄᥋ࡓࡋ
∾ⲡ地で行࠺ሙ合、林⦕㒊ࡽ㞳ࢀすࡂるຠᯝࡀపୗࡋます。

㞝ジカのồឡኌを用いる᪉法は、ᑿᮇにのࡳ᭷ຠです。まࡓ、㡢ኌࡀᒆく⠊囲は᭱
㛗500mです。人ᕤⰪを用いる᪉法は、ᤕ⋓࢚リ࿘囲の᳜生ࡀ⦾ⱱ࡚ࡋいるึኟึࡽ⛅
の㛫、ㄏᘬຠᯝはでませࢇ。

㸰㸬㞝ジカのồឡኌ（Agonised call）でㄏᘬ
ᑿᮇの㞝ジカは、㸰つの≉᭷࡞発ኌをࡋます。Rutting whistle（➜の࡞࠺ࡼ

㬆きኌ）の㏦ಙ┦ᡭは㞝ジカです。୍᪉、Agonised call （㸿㹁：ၕる࡞࠺ࡼ㬆
きኌ）の㏦ಙ┦ᡭは⦖ᙇࡾ内にᏑᅾする㞤ジカです。࡚の࿘Ἴᩘᖏᇦをྵࡴ
White noise㸿㹁をྠᘚูࡓࡋ⤖ᯝ、㞤ジカは㸿㹁をฟす㞝デコイを㑅ᢥࡋま
。ࡓࡋまࡋ㞝ジカの㸿㹁を用ࡓࡋ㡢ኌฎ⌮を࡞ู≉、本研究では。ࡓࡋ

様࡞ࠎጼໃのデコイ
（ᕥ:立㸹୰ኸ:అ⮩; ྑ:ᦤ㣗）

立 ᦤ㣗 అ⮩
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5ヨ⾜䜎䛷AC䝕䝁䜲䜢᭷ពに㑅ᢥ㻔㻼㻨㻜㻚㻜㻡㻕

㸱㸬ⲡの㛗い人ᕤⰪでㄏᘬ
ⲡ㣗ື物で࠶るシカは、⥳Ⰽをㄆ㆑ࡋ、のሙ所ࡶࡾࡼⲡの㛗いሙ所でᦤ㣗

いࡋは、㞴᥇㣗するሙ所を⌧するこࡀシカ࡚ࡗ物を↛⮬、ࡋࡋ。ますࡋ
です。本研究ではⲡࡀ㸷㹡㹫ࡾ࠶、シカࡀㄆ㆑ࡸࡋすい⥳Ⰽの人ᕤⰪを࡚ࡗ、
シカをㄏᘬするこにᡂຌࡋまࡓࡋ。

ᐇ㦂ᚋに人ᕤⰪをᦤ㣗する౪ヨジカ

ⲡ  䛜 0.6㼏㼙 䛸
9.0㼏㼙のேᕤⰪ䜢ྠ
ᘚู䛥䛫た⤖果䚸
15ヨ⾜䛷᭷ពに
9.0㼏㼙のேᕤⰪ䜢㑅
ᢥ䛧䜎䛧た䚹

人ᕤⰪྠᘚูのᐇ㦂㢼ᬒ
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᮲௳ࡅにࡼるシカの行ືไᚚ
銃の用ྍ⬟࡞日୰にฟἐをㄏᑟする⤥㣵ࢢࣟࣉラ࣒をసᡂ
ฟἐࡓࡋシカを銃ჾにࡾࡼ☜ᐇに狙撃ࡋຠ⋡ⓗにᤕ⋓

シカの行ືをไᚚ࡚ࡋຠ⋡ࡼくᤕ⋓する

研究担当者：森林総合研究所関西支所 八代田千鶴

森林総合研究所 小泉 透

研究の࣏イࣥࢺ

研究のࡽࡡい

研究内容

近年、ᅜⓗにシカのಶయᩘࡀቑຍࡾ࠾࡚ࡋ、㎰స物被害ࡅࡔで࡞くⱑᮌの㣗
害いࡓࡗ林ᴗ被害ྛࡶ地でሗ࿌࡚ࢀࡉいます。この࡞࠺ࡼ被害を㜵Ṇするࡵࡓ
に、シカの᎘࠺ໝいࡸをྵࡔࢇᚷ㑊のᩓ布ࡸシカࡀධ࡞ࢀい࡞࠺ࡼᰙのタ⨨
ࡀࢺࢫコ࡞の᪉法はきࡽࢀこ、ࡋࡋ。ࡓࡋきま࡚ࢀࡉᐇࡀ⟇のᑐ࡞
る、ࡵࡓこにでࡶᑐᛂできるわࡅではࡾ࠶ませࢇ。まࡓ、林ᴗでは生⏘⌧ሙ
シカの生ᜥ地ࡀ㔜࡚ࡗ࡞いるので、被害の㍍ῶにはᤕ⋓にࡼるಶయᩘ๐ῶࡀᚲせ
。者のᩘはῶᑡする୍᪉です⊟⊀ࡓき࡚ࡗまでᤕ⋓を担ࢀこ、ࡀますࢀࡽ࠼⪄
。います࡚ࡵいᤕ⋓ᢏ⾡の㛤発を㐍ࡋ᪂࡚ࡋ⎔る被害ᑐ⟇の୍ࡼこで、シカにࡑ

１㸬ㄏᘬ法の㛤発
銃の用࡞⬟ྍࡀ日୰（日ฟࡽ日ἐまで）シカをㄏᘬするࡵࡓに、୍ⓗ

にタ⨨ࡓࡋ⤥㣵ሙにྠじሙ所にྠじ人ྠࡀじ㛫にᑡ㔞の㣵を⨨くసᴗを୍ᐃ
ᮇ㛫⧞ࡾ㏉ࡋ、᮲௳ࡅにࡼるᏛ⩦ຠᯝを用ࡓࡋシカの行ືไᚚをヨࡳまࡋ
。（┿１）ࡓࡋできまࡀの⤖ᯝ、⤥㣵┤ᚋにシカのฟἐをㄏᑟするこࡑ。ࡓ
まࡓ、この᪉法では、⤥㣵ᮇ㛫୰ࡅࡔシカのฟἐࡀ集୰するこࡶ☜ㄆ࡚ࡋい
ます（図１）。このㄏᘬ法を用い࡚、⤥㣵ሙにㄏᘬࡓࡋシカを銃ჾにࡾࡼ☜ᐇ
に狙撃するㄏᘬ狙撃法を㛤発ࡋ、ᑡ人ᩘでຠ⋡ࡼくᤕ⋓するこྍࡀ⬟にࡾ࡞
まࡓࡋ。この᪉法は、≉ᐃの⠊囲内での⧞ࡾ㏉ࡋᤕ⋓ྍࡀ⬟に࡞るこࡽ、
地ᇦⓗ࡞シカのಶయᩘ⟶⌮に㐺࡚ࡋいる࡚࠼⪄います。

㸰㸬ㄏᘬにᙳ㡪するせᅉ
᪂ࡋいᤕ⋓ᢏ⾡では、シカを⮬発ⓗに⤥㣵ሙᘬきᐤせるㄏᘬᢏ⾡ࡀ㔜せで

す。ㄏᘬຠᯝは、シカの㣵࡞る⤥㣵ሙ࿘㎶のୗᒙ᳜物㔞ࡀపいሙ合ࡸ✚㞷࡞
シシのࣀます（図㸰）。୍᪉、イࡾ࡞ሙ合に㧗くࡓࡗ࡞く࡞用できࡾࡼに
ㄏᘬຠᯝはపୗࡾ㧗まࡀ㆙ᡄᚰ、（┿㸰）ฟ࡚くるࡀの野生ື物࡞࠺ࡼ
ษࡀるこࡅሙ所を㑊࡞࠺ࡼきは、このࡪ㣵ሙを㑅⤥、ࡵࡓのࡑ。ますࡋ
です。人のẼ㓄ࡶ㆙ᡄᚰを㧗ࡋ࡚ࡵまいますので、⤥㣵୰はᚲせに立ࡕධࡽ
。ᚲせですࡶの㓄៖࡞い࡞

8

成果のά⏝㠃・␃ពⅬ

シカの行ືをไᚚ࡚ࡋ⤥㣵ሙㄏᘬする⤥㣵ࢢࣟࣉラ࣒をసᡂࡋまࡓࡋ。このㄏᘬ法に銃
ჾにࡼる⢭密狙撃を⤌ࡳ合わせࡓᡭ法を㟼ᒸ森林⟶⌮⨫にᢏ⾡ᥦ౪ࡋ、ᐩኈᒣᅜ᭷林での
つᶍᐇドヨ㦂に࠾い࡚㧗いᤕ⋓ຠ⋡（ఏ⤫ⓗ࡞ᕳき⊁ࡾの40㹼50ಸ）を㐩ᡂࡋまࡓࡋ。
こࡽࢀは、ㄏᘬ法に銃ჾࡸわ࡞を用いࡓᤕ⋓ᢏ⾡を⤌ࡳ合わせ࡚、≉ᐃ地ᇦでの⧞ࡾ㏉

。でいきますࢇ⤌ࡾる被害㍍ῶຠᯝの᳨ドにྲྀࡼᤕ⋓にࡋ

ᅗ䠎 ⤥㣵ሙ࿘㎶のୗᒙ᳜≀㔞䛸
ㄏᘬຠ果䛸の㛵ಀ

┿䠎 シカのぶᏊ䛜᥇食୰の
⤥㣵ሙに⌧䜜た䜲䝜シシ
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⤥㣵な䛧 ⤥㣵䛒䜚

⤥㣵

┿１ ᮲௳ࡅにࡼる⤥㣵ሙのシカのㄏᘬ
㣵を⨨い࡚(9:50)26、ࡽ分ᚋ(10:16)に野生のシカࡀ⮬発ⓗにฟἐ
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成果のά⏝㠃・␃ពⅬ

シカの行ືをไᚚ࡚ࡋ⤥㣵ሙㄏᘬする⤥㣵ࢢࣟࣉラ࣒をసᡂࡋまࡓࡋ。このㄏᘬ法に銃
ჾにࡼる⢭密狙撃を⤌ࡳ合わせࡓᡭ法を㟼ᒸ森林⟶⌮⨫にᢏ⾡ᥦ౪ࡋ、ᐩኈᒣᅜ᭷林での
つᶍᐇドヨ㦂に࠾い࡚㧗いᤕ⋓ຠ⋡（ఏ⤫ⓗ࡞ᕳき⊁ࡾの40㹼50ಸ）を㐩ᡂࡋまࡓࡋ。
こࡽࢀは、ㄏᘬ法に銃ჾࡸわ࡞を用いࡓᤕ⋓ᢏ⾡を⤌ࡳ合わせ࡚、≉ᐃ地ᇦでの⧞ࡾ㏉

。でいきますࢇ⤌ࡾる被害㍍ῶຠᯝの᳨ドにྲྀࡼᤕ⋓にࡋ

ᅗ䠎 ⤥㣵ሙ࿘㎶のୗᒙ᳜≀㔞䛸
ㄏᘬຠ果䛸の㛵ಀ

┿䠎 シカのぶᏊ䛜᥇食୰の
⤥㣵ሙに⌧䜜た䜲䝜シシ

6/15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

ᅗ䠍 ⤥㣵ሙ䛷のシカฟἐᅇ数䚹⤥㣵䜢開ጞ䛩䜛䛸ฟἐᅇ数䛜ቑຍ䛧⤥㣵┤ᚋに集୰䚹

⤥㣵な䛧 ⤥㣵䛒䜚

⤥㣵

⤥㣵な䛧 ⤥㣵䛒䜚

┿１ ᮲௳ࡅにࡼる⤥㣵ሙのシカのㄏᘬ
㣵を⨨い࡚(9:50)26、ࡽ分ᚋ(10:16)に野生のシカࡀ⮬発ⓗにฟἐ
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囲いわ࡞銃ჾを⤌ࡳ合わせる
シカを⩌ࡈࢀᤕ⋓する
᭷ຠ࡞ಶయᩘㄪᩚ法

᳃林⏝ᅖ䛔䜟な䛸㖠ჾ䜢⤌䜏ྜ䜟䛫たシカᤕ⋓ἲ

研究担当者：森林総合研究所北海道支所 松浦友紀子

研究の࣏イࣥࢺ

研究のࡽࡡい

研究内容
１㸬森林用囲いわ࡞のసᡂ

森林内に⡆᫆ⓗに囲いわ࡞をタ⨨する᪉法を᳨ウࡋまࡓࡋ。す࡞わࡕ、立
ᮌを用するこで支ᰕをせࡋ、まࡓ立ᮌ㛫をつࡓࡆ࡞ワイࣖーにカラ
ᤕ⋓ಶ。（図１）ࡓࡋまࡋで、タ⨨を容᫆るこࡅࡗをᘬࢺࢵナでネࣅ
యを㑅ᢥするこを⪃៖ࡋ、┘どୗで㐲㝸ⓗにసືࡉせるⴠୗᡬをධཱྀࢤー
。ࡓࡋまࡋ᥇用࡚ࡋࢺ

㸰㸬銃ჾにࡼるṆ่ࡋ
䜟なに㣵䛷ㄏᘬ䛧䚸ᅖ䛔㎸䜣䛰シカにᑐ䛧て㖠ჾ䛷のṆ่䛧䜢ヨ⾜䛧䜎䛧た䠄ᅗ䠎䚸

䠏䠅䚹䛭の⤖果䚸䜟な䜈の発◙に䜘䜚䚸䜟なෆの個体䛜ᭀ䜜て㈇യ䛧た䜚䚸䜟な䜢
◚ቯ䛩䜛䛣䛸䜒な䛟䚸ᅖ䛔㎸䜣䛰個体䜢⿵ẅ䛩䜛䛣䛸䛜ྍ⬟䛷䛧た䚹ྠᵝのᅖ䛔䜟な
䛷ᤕ⋓ᚋ䚸㖠ჾ䜢⏝䛔䛪にᑠ䛥䛔䝇䝨䞊䝇に㏣䛔㎸䜣䛷䛛䜙学ⓗື䛧たの䛱
にᏳᴦẅ䛧た䚸䜎たᅖ䛔༊ෆ䛷㯞㓉㖠䜢⏝䛔て学ⓗື䛧たの䛱にᏳᴦẅ䛧
た䛸ẚ䜉て䚸㏿䜔䛛な⿵ẅ䛜ྍ⬟䛷䛧た䠄⾲䠍䠅䚹

㸱㸬わ࡞サイࢬの᳨ウ
࿘囲㛗100m ௨ୗの䜟なのሙྜ䚸㈏㏻ᙎ䛜個体䜢ᦆയ䛩䜛䛜ぢ䜙䜜䜎䛧た䚹

≺ᧁ㊥㞳䛜㏆䛟䚸個体の㔜な䜚䛜䛝䛔䛣䛸䛜ཎᅉ䛸⪃䛘䜙䜜䜎䛩䚹ᆺわ࡞の᪉
䛒䜛、（１⾲）ࡾ࠶1分⛬度でࡾࡓ1㢌当、ࡀますࡾ࡞㛗くࡀᤕẅに係る㛫ࡀ
⛬ᗘシカ䛜⮬⏤にື䛝ᅇ䜜䜛ᆺ䜟なの᪉䛜ᮏ᪉ἲに㐺䛧て䛔䜛䛸⪃䛘䜙䜜䜎䛩䚹

ᤕ⋓にᑐ䛩䜛シカの学⩦⬟ຊ䛿㧗䛟䚸ྠ䛨ᤕ⋓ᡭἲ䜢⧞䜚㏉䛩䛸༴㝤䜢ᅇ㑊䛩䜛
⾜ື䜢䛸䜛䜘䛖にኚ䛧䜎䛩䚹䛭のため䚸┠ᶆ㢌数䜎䛷シカ䜢減䜙䛩に䛿䚸」数のᡭ
ἲ䜢≧ἣにᛂ䛨て㑅ᢥ䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜚䚸ᤕ⋓ᡭἲの㑅ᢥ⫥䛜ከ䛔᪉䛜ᵝ䚻な≧ἣ
にᑐᛂ䛷䛝䜎䛩䚹ᅇ䛿䚸䛣䜜䜎䛷䜒シカのᤕ⋓に⏝䛔䜙䜜て䛝たᅖ䛔䜟なに䛴䛔
て䚸㖠ჾに䜘䜛Ṇ่䛧䜢⤌䜏ྜ䜟䛫䜛䛣䛸䛷䚸䜘䜚Ᏻ౯䛷㏿䜔䛛なᤕ⋓ᡭἲ䛸䛧て
᭷ຠな個体数ㄪᩚἲ䛸な䜚䛖䜛䛛䜢᳨ウ䛧䜎䛧た䚹
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ᡂᯝのά用㠃・␃ពⅬ

わ࡞でシカの行ືをᢚไࡓࡋⅬで、ື物はࡸࢫࣞࢺࢫⱞ③をཷ࡚ࡅいるࢀࡽ࠼⪄
るࡵࡓ、行ືᢚไᚋ（囲い㎸ࡳᤕ⋓ᚋ）㏿ࡸにᤕẅするこࡀồࢀࡽࡵます。囲いわ
ಶయを㑅、࡞ࢫ࢜る࠶ゅのࡓま、ࡾ࠶で⬟ྍࡀ⋓ᤕ࡞ࡸ㏿はࡋるṆ่ࡼ銃ჾに࡞
くに㌟。ますࡾࡀ࡞つࡶసᴗဨのᏳにࡽこ࡞⬟ྍࡀでඃ先ⓗにᤕẅするこࢇ
యのきࢰ࢚࡞シカに࠾い࡚᭷ຠ࡞᪉法ࢀࡽ࠼⪄ࡔます。発◙ሙ所ࡸ᪉ྥ、㊥㞳をไ
㝈するこで、☜ᐇつᏳ࡞狙撃ྍࡀ⬟で࠶るこࡽ、銃の用ࡀไ㝈࡚ࢀࡉいる
地ᇦでのᤕ⋓᪉法ࡶ࡚ࡋά用ࡀᮇᚅࢀࡉます。

図１ 立ᮌにワイࣖーカラࣅナを用࡚ࡋタ⨨ࡓࡋ
囲いわ࡞。

図㸱 囲い༊の୰のシカをライフルで狙撃する様子。
⬮立を用࡚ࡋ、わ࡞のୖࡽ撃ࡕୗࡋに࡞る
。ࡓࡗに行࠺ࡼ

発砲成功率
（捕殺数/発砲数）

１頭当たりの
平均捕殺所要時間

銃器による止刺し
わな周囲長100m以下 75％ １分56秒

わな周囲長100m以上 76.5％ 2分52秒

その他
追込み+麻酔+安楽殺* - 20分37秒

麻酔+安楽殺** - 29分51秒

⾲1 ᅖ䛔䜟な䛸㖠ჾに䜘䜛Ṇ่䛧䜢⤌䜏ྜ䜟䛫たᤕ⋓᪉ἲに䛚け䜛発◙成ຌ⋡䛸1㢌ᙜた䜚のᖹᆒᤕẅᡤせ
㛫䚹䜟なの䝃䜲䝈ูに♧䛧䚸100m ௨ୗ䛿1䚸100m ௨ୖ䛿2 䛛ᡤの⤖果䜢䜎䛸めて♧䛧た䚹 ẚ㍑࡚ࡋ、囲

いわ࡞でᤕ⋓ᚋ、銃ჾを用いࡎにᏳᴦẅࡓࡋࡓࡋ♧ࡶ。

図㸰 囲いわ࡞内にㄏᘬࡓࢀࡉシカ。

* 囲いわ࡞でᤕ⋓ᚋに小࣌ࢫーࢫに㏣い㎸ࢇでᏛⓗືࡓࡋのࡕにᏳᴦẅ3ࡓࡋのᖹᆒ。䜟な䝃䜲䝈䛿
࿘ᅖ㛗100m ௨ୖ䜢⏝䚹

**㏣い㎸まࡎに囲い༊内で㯞㓉銃を用い࡚ᏛⓗືࡓࡋのࡕにᏳᴦẅ1ࡓࡋ。わ࡞サイࢬは࿘囲㛗
100m ௨ୗを用。
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でシカをᤕ⋓するࢺイ࣏ࣥࣥࣆ
㈨ᮦ㈝は⣙9、㈨ᮦ㔜㔞は⣙20kg ͤ㐲㝸┘ど・సື⨨を㝖く

タ⨨は4人で༙日

森林用ࣉࢵࣟࢻネࢺࢵで
ຠ⋡ࡼくシカをᤕ⋓する

研究担当者：森林総合研究所関西支所 㧗ᶫ ⿱史

ி㒔ᗓ㎰林Ỉ⏘ᢏ⾡ࣥࢭター Ⱚཎ ῟、野ᓮ ឡ、ቃ ⡿㐀

ி㒔ᗓ森林ಖㄢ ୖཝኵ

ி㒔ᗓ༡支㒊⊟友 西ᮧ⩏୍

森林総合研究所 小泉 透

研究の࣏イࣥࢺ

研究のࡽࡡい

研究内容

被害⌧ሙで林ᐙࡀ┤᥋シカをᤕ⋓できる࠺ࡼ、森林の୰でいࡸすい࠺ࡼᣢࡕ
㐠ࡶࡧタ⨨ࡶ⡆༢でᏳに用でき、ᤕ⋓ຠ⋡のࡼいわ࡞を㛤発ࡋまࡓࡋ。

㐲㝸┘ど・సື⨨を㝖く本యの㈨ᮦ㈝は⣙9、㔜㔞は⣙20kg、4人いࢀば
ไస日ᩘは1日、タ⨨は4人で༙日でできます。

ワナ１ᇶを✌ാࡉせࡓሙ合の1日ࡾࡓ࠶ᤕ⋓㢌ᩘは0.60㢌ࡾ࡞まࡓࡋ。こࢀ
までሗ࿌の࠶る⟽わ࡞࡞のᤕ⋓ຠ⋡ 㧗࡚ẚ（0.40㢌ࡾࡓ࠶1日ࡡࡴ࠾࠾）
いこࡀ分ࡾまࡓࡋ。

ワナをタ⨨ࡓࡋままでのసᴗをࡓࡋい、シカ௨እの༴㝤ື࡞物を㛫㐪࡚ࡗᤕ
。できますࡀ⋓のሙ㠃で、Ᏻ・☜ᐇ・ຠ⋡のⰋいᤕ࡞い࡞くࡓࡋ⋓

シカのᩘࡀቑ࠼分布ࡀࢁࡦࡀるにつ࡚ࢀ、森林・林ᴗに῝้࡞被害ࡀ㉳き

る࠺ࡼに࡚ࡗ࡞きまࡓࡋ。多くの⮬యでシカ⟶⌮ィ⏬をస࡚ࡗいますࡀ、

被害はいࡗこ࠺にῶࡾませࡋࡋ。ࢇ、銃ჾを用いる᪉法はࣥࣁターに౫㢗

する࡞ࡋく、ࣥࣁターのῶᑡࡽ人ᮦ㊊に࡚ࡗ࡞います。ࡑこで、森林

総合研究所では、被害࠾ࡀき࡚いる森林・林ᴗの⌧ሙで、≉Ṧ࡞㈨᱁ࡸᢏ⬟

をせせࡎ、ㄡにでࡾ⧞ࡶ㏉ࡋᤕ⋓できるᢏ⾡を㛤発ࡋまࡓࡋ。
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小ᆺ、㍍㔞、㐠ᦙタ⨨ࡀ容᫆࡞森林用ࣉࢵࣟࢻネࢺࢵを㛤発

狙ࡶࡓࡗのࡅࡔをᤕ⋓

こ࡞ࢇሙ㠃で࠼る

（１）人ᐙ、␆⯋、ᨺ∾地ࡀ近くにࡾ࠶、⊟
銃ࡸ㊊くくࡾワナࡀ࡞࡞࠼いሙ所
でᤕ⋓する。

（㸰）」ᩘのࣉࢵࣟࢻネࢺࢵをྠにタ⨨ࡋ
。ᤕ⋓するࡋ㏉ࡾ⧞ࡽࡀ࡞

（㸱）林道ࡸసᴗ道ࡀࢀ࠼ば、㌴୧㏻行を
㜼害࡞ࡋい㧗ࡉにタ⨨࡚ࡋ、㛗ᮇの㐠
用ྍࡀ⬟。

（１）ネࢺࢵサイࢬは10×10m、㐲㝸┘ど・సື
⨨を㝖く本యの㈨ᮦ㔜㔞は⣙20kg、㈨ᮦ
㈝は⣙9、〇సは4人で1日、タ⨨は4人
で༙日。

（㸰）立ᮌを支ᰕするこで㔜い㔠ᒓ〇の支ᰕ
をタ⨨するᡭ㛫を┬␎。

（㸱）ᚑ᮶の⟽ワナの1.5ಸのᤕ⋓ຠ⋡を㐩ᡂ。

、ࡋど┘ࡽ㌴୰࡚ࡗカ࣓ラをࣈ࢙࢘（１）
（㸰）ᤕ⋓するシカを㑅ᐃࡽࡀ࡞ࡋ㐲㝸᧯సで

⥙をⴠす。
（㸱）ⴠୗࡓࡋᚋはネࢺࢵの〈ࡀᕵ╔≧に⤠ࡽ

。い࡞ࡉࡀで㏨ࢇ㎸ࡳシカをໟ、ࢀ

ᡂᯝのά用㠃・␃ពⅬ

この᪉法は、ᙉいㄏᘬ㐃ᦠするこにࡽࡉ、ࡾࡼにຠ⋡のྥୖࡀᮇᚅࢀࡉますࡀ、㐠用
に࡚ࡗࡓ࠶は分にㄏᘬࡀでき࡚いるこをぢᴟ࡚ࡵ✌ື（ᚅᶵ）するこࡀ㔜せです。
1カ所ࡽ」ᩘのワナを┘どできるシ࣒ࢸࢫをᑟධするࡽࡉ、にຠ⋡のࡼい㐠用ྍࡀ⬟

にࡾ࡞ます。
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シカᤕ⋓の᭷ຠ性
ᤕ⋓ຠᯝのᣢ⥆性
⟶⌮ຠᯝを᳨ドするこの㔜せ性

シカᤕ⋓のຠᯝをホ౯する

研究担当者：九州ᏛᏛ㝔㎰Ꮫ研究㝔 ᴮᮌ ຮ

森林総合研究所 小泉 透

研究の࣏イࣥࢺ

研究のࡽࡡい

研究内容

ⱑᮌの᳜᱂ᐇ㦂（᪉法）ࢠࢫ.1
九州Ꮫᐑᓮ₇⩦林でシカの┠撃㢖度の᭱ࡶ㧗いሙ所で2011年4㹼10月に࡚ࡅᤕ

⋓を3ᅇ⧞ࡾ㏉ࡋまࡓࡋ（図1）。この集୰ᤕ⋓࢚リ୍ࡽᐃの㊥㞳を࠾い࡚20カ
所にࢠࢫⱑᮌを20本ࡎつ᳜᱂5、ࡋ月ࡽ⩣年3月まで㣗害の㐍行≧ἣをẖ月グ㘓ࡋ
まࡓࡋ。まࡓ、᳜᱂地のシカのฟ⌧≧ἣを⮬ືᙳカ࣓ラでグ㘓ࡋまࡓࡋ。
ⱑᮌの㣗害ᩘシカのฟ⌧㢖度を2010㹼2011年（⟶⌮ᐇ๓）、2011㹼2012年（⟶

⌮ᐇ）、2012㹼2013年（⟶⌮ᐇᚋ）でẚ㍑ࡋまࡓࡋ。

シカにࡼる森林被害のቑຍにᑐࡋ、㐺ษ࡞シカのᩘを⥔ᣢするࡵࡓのᤕ⋓
、にシカをᤕ⋓する࠺ࡼの、こで、ࡋࡋ。います࡚ࢀ地で行わྛࡀ
シカのᩘࡸ被害ࡅࡔࢀࡀῶるの、ῶࡓࡗシカのᩘࡸ被害はࡑのᚋᅇす
るの、ᅇするのでࢀ࠶ば、のくࡽいの㛫をせするの࡞のሗは
⋠ຠࡾࡼ、でに᳨ウするこࡶのሗをࡽࢀこ。ࢇいませ࡚ࢀࡽᚓࡾま࠶
のⰋいᤕ⋓᪉法を㛤発するこࡀできる࠼⪄ます。

図1 ライࣥࢭࢺサࢫにࡼるシカの┠撃⨨
で囲ࡔࢇ⠊囲ࡀ集୰ᤕ⋓࢚リ1）km2)。

図2 （ⱑᮌ᳜᱂2㐌㛫ᚋの㣗害ᩘ(2010年ࢠࢫ
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2. シカにࡼるⱑᮌ㣗害ᩘのኚ
集୰ᤕ⋓࢚リ（図3㟷Ⰽ㒊）では、⟶⌮ᐇ๓は᳜᱂┤ᚋにす࡚のࡀࢠࢫ㣗害をཷࡅ
まࡀࡓࡋ（図3a）、ᤕ⋓ᐇᮇ㛫୰の㣗害本ᩘは⣙65㸣にῶᑡࡋまࡓࡋ（図3b㉥⥺㒊）。
ᤕ⋓を行わࡓࡗ࡞⟶⌮ᐇᚋにはᐇ๓ྠࡰじ≧ἣにᡠࡾまࡓࡋ（図3c）。࢚リ
࿘㎶では᳜᱂┤ᚋの被害はపࡶࡓࡗのの、ⴠⴥⴥᶞࡸⲡ本のⴥ࡞の࢚サࡀῶᑡする
Ꮨに被害はᛴ⃭にቑຍࡋまࡓࡋ（図3▮印）。

3. シカのฟ⌧㢖度のኚ
集୰ᤕ⋓࢚リ（図4㟷Ⰽ㒊）では、⟶⌮ᐇ๓は5㹼10月にシカࡀ㢖⦾にฟἐ࡚ࡋいまࡋ
⥺図4b㉥）ࡓࡋまࡋᤕ⋓ᐇᮇ㛫୰のฟἐ㢖度は⣙1/5にపୗ、（図4a）（図4▮印）ࡀࡓ
㒊）。⟶⌮ᐇᚋに㢖度はⱝᖸᅇࡋまࡀࡓࡋ（図4c）⟶⌮ᐇ๓にẚる㢖度はపい
ままで࢚。ࡓࡋリ࿘㎶では୍年を㏻じ࡚ฟ⌧㢖度は㧗くࡾ࠶ませࢇでࡓࡋ。

ᡂᯝのά用㠃・␃ពⅬ

シカのㄏᘬᤕ⋓をᐇするこで、ⱑᮌの㣗害ᩘシカのฟ⌧㢖度をῶᑡࡉせるこ
のᚋࡑ、シカのฟ⌧㢖度は、ࡀࡓࡋまࡋ㣗害ᩘのῶᑡは１年⛬度でᅇ。ࡓࡋできまࡀ
ࡋࡎ被害の小はᚲるシカのᩘࢀࡉは、᥎ᐃのこࡽࢀこ。ࡓࡋまࡋపい್を⥔ᣢࡶ
⌧るᙧで࡞␗ࡶ࡚ࡗࡼᏘ⠇にࡸの㐪いはሙ所ࡑ、ࡓます。まࡋをពいこ࡞ࡋ⮴୍ࡶ
の地ᇦの≉性をࡑ、には࠺く☜ᐇに行ࡼ⋠にᤕ⋓をຠࡵࡓます。シカのᩘを⟶⌮するࢀ
⪃៖にいࢀるこࡀᚲせです。まࡓ、ᤕ⋓ᐇᚋは、ࡑのᡂᯝを᳨ドࡋ、⤖ᯝをḟのᤕ
⋓にάすこࡀ㔜せࡾ࡞ます。
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図3 㣗害をཷࡓࡅⱑᮌᩘの᳜᱂⨨にࡼるኚ(᳜᱂ᚋの✚⟬ᩘの月ࡈのኚ)
ᤕ⋓ᐇᮇ㛫にࡅ࠾る್は㉥⥺で♧す。㊥㞳<0.56kmは集୰ᤕ⋓࢚リ(1km2)を♧す。

(a) (b) (C)

図4 シカのᙳ㢖度の᳜᱂⨨にࡼるኚ(᳜᱂ᚋの✚⟬ᩘの月ࡈのኚ)
ᤕ⋓ᐇᮇ㛫にࡅ࠾る್は㉥⥺で♧す。㊥㞳<0.56kmは集୰ᤕ⋓࢚リ(1km2)を♧す。

(a) (b) (c)
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集୰ᤕ⋓࢚リ（図3㟷Ⰽ㒊）では、⟶⌮ᐇ๓は᳜᱂┤ᚋにす࡚のࡀࢠࢫ㣗害をཷࡅ
まࡀࡓࡋ（図3a）、ᤕ⋓ᐇᮇ㛫୰の㣗害本ᩘは⣙65㸣にῶᑡࡋまࡓࡋ（図3b㉥⥺㒊）。
ᤕ⋓を行わࡓࡗ࡞⟶⌮ᐇᚋにはᐇ๓ྠࡰじ≧ἣにᡠࡾまࡓࡋ（図3c）。࢚リ
࿘㎶では᳜᱂┤ᚋの被害はపࡶࡓࡗのの、ⴠⴥⴥᶞࡸⲡ本のⴥ࡞の࢚サࡀῶᑡする
Ꮨに被害はᛴ⃭にቑຍࡋまࡓࡋ（図3▮印）。

3. シカのฟ⌧㢖度のኚ
集୰ᤕ⋓࢚リ（図4㟷Ⰽ㒊）では、⟶⌮ᐇ๓は5㹼10月にシカࡀ㢖⦾にฟἐ࡚ࡋいまࡋ
⥺図4b㉥）ࡓࡋまࡋᤕ⋓ᐇᮇ㛫୰のฟἐ㢖度は⣙1/5にపୗ、（図4a）（図4▮印）ࡀࡓ
㒊）。⟶⌮ᐇᚋに㢖度はⱝᖸᅇࡋまࡀࡓࡋ（図4c）⟶⌮ᐇ๓にẚる㢖度はపい
ままで࢚。ࡓࡋリ࿘㎶では୍年を㏻じ࡚ฟ⌧㢖度は㧗くࡾ࠶ませࢇでࡓࡋ。

ᡂᯝのά用㠃・␃ពⅬ

シカのㄏᘬᤕ⋓をᐇするこで、ⱑᮌの㣗害ᩘシカのฟ⌧㢖度をῶᑡࡉせるこ
のᚋࡑ、シカのฟ⌧㢖度は、ࡀࡓࡋまࡋ㣗害ᩘのῶᑡは１年⛬度でᅇ。ࡓࡋできまࡀ
ࡋࡎ被害の小はᚲるシカのᩘࢀࡉは、᥎ᐃのこࡽࢀこ。ࡓࡋまࡋపい್を⥔ᣢࡶ
⌧るᙧで࡞␗ࡶ࡚ࡗࡼᏘ⠇にࡸの㐪いはሙ所ࡑ、ࡓます。まࡋをពいこ࡞ࡋ⮴୍ࡶ
の地ᇦの≉性をࡑ、には࠺く☜ᐇに行ࡼ⋠にᤕ⋓をຠࡵࡓます。シカのᩘを⟶⌮するࢀ
⪃៖にいࢀるこࡀᚲせです。まࡓ、ᤕ⋓ᐇᚋは、ࡑのᡂᯝを᳨ドࡋ、⤖ᯝをḟのᤕ
⋓にάすこࡀ㔜せࡾ࡞ます。
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図3 㣗害をཷࡓࡅⱑᮌᩘの᳜᱂⨨にࡼるኚ(᳜᱂ᚋの✚⟬ᩘの月ࡈのኚ)
ᤕ⋓ᐇᮇ㛫にࡅ࠾る್は㉥⥺で♧す。㊥㞳<0.56kmは集୰ᤕ⋓࢚リ(1km2)を♧す。

(a) (b) (C)

図4 シカのᙳ㢖度の᳜᱂⨨にࡼるኚ(᳜᱂ᚋの✚⟬ᩘの月ࡈのኚ)
ᤕ⋓ᐇᮇ㛫にࡅ࠾る್は㉥⥺で♧す。㊥㞳<0.56kmは集୰ᤕ⋓࢚リ(1km2)を♧す。

(a) (b) (c)
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ᤕ⋓に関わるࠕ人道性᳨ドࠖのࡵࡓのᡭ法をᥦ♧
ྛᤕ⋓ᡭ法にࡅ࠾るࠕ人道性ྥୖࠖのࡵࡓの␃ពをႏ㉳
ື物ឡㆤにྥ࡚ࡅのࠕ人道ⓗ㓄៖ࠖに関わるㄝ᫂㈐௵

ⱞ③ࢫࣞࢺࢫのᐃ㔞 ᐃにࡼるᤕ⋓ᡭẁの
ホ౯ᡭ法の㛤発

研究担当者：ᒱ㜧Ꮫᛂ用生物⛉Ꮫ㒊 㕥ᮌṇႹ

研究の࣏イࣥࢺ

研究のࡽࡡい

研究内容

１㸬シカで᭷用࡞人道性ホ౯࣐ーカーの㑅ᢥ
ᕳࠕಶయࠖࡓࡋ༶Ṛࢀࡉるに㢌㒊を狙撃࠶ែ（᥇㣗୰）に≦࡞✜ᖹࠕ

き⊁ࡾにࡾࡼໃ子ࡽの㏣㊧をཷࡓࡅᚋでᑕẅࡓࢀࡉಶయࠖの㛫で、⾑Ύ
コルࢰࢳール⃰度ྛ✀⾑ᾮ生Ꮫ性≧್をẚ㍑ࡋまࡑ。ࡓࡋの⤖ᯝ、⾑Ύ
コルࢰࢳール⃰度、ங㓟⬺水⣲㓝⣲್䠄௨ୗ䚸LDH）、クࣞ࢟ࣥࢳナー್ࢮ
（௨ୗ、CK）ࡀ、ᕳき⊁ࡾಶయの᪉で᭷ពに㧗いこࡀ☜ㄆࢀࡉまࡓࡋ（⾲
１）。こࡽࢀの ᐃ್は、ᤕẅの㝿の⢭⚄ⓗࡋࡶくは㌟యⓗ࡞人道性をホ౯
するୖで᭷用࣐࡞ーカーに࡞るࢀࡽ࠼⪄ます。

ᐇ㦂ື物ࡸ⏘ᴗື物に࠾い࡚は、ྛ✀࣐ࢫࣞࢺࢫーカーのᐃ㔞にࡼるࢺࢫ
࠺で人道ⓗ㓄៖を行ୖࡓ࠼物のⱞ③をᐈほⓗにᤊື、ࡋ発ᒎࡀホ౯研究ࢫࣞ
ᚲせ性ࡀᐃ╔࡚ࡋいます。この࡞࠺ࡼ㓄៖は、野生ື物のᤕ⋓ࡸẅฎ分の㝿
にࡶồࢀࡽࡵつつࡾ࠶ますࣥ࣍ࢽ、ࡀジカ（௨ୗ、シカ⾲グ）にᑐ࡚ࡋは、
、こで本研究ではࡑ。ᐇですࡀいの࡞い࡚ࢀࡉ♧ᇶ‽はࡸのලయⓗ᪉法ࡑ
シカのᤕ⋓ࡸẅฎ分にࡅ࠾る人道性のホ౯᳨ドを行ࡵࡓ࠺のࠕ⡆౽つప
コ࡞ࢺࢫᡭ法の㛤発ࠖを┠ⓗࡋまࡓࡋ。

⾲１ 㢌㒊狙撃ಶయᕳき⊁ࡾಶయで ᐃࡓࢀࡉ⾑Ύコルࢰࢳール、LDH、CKのᩘ್
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捕獲に関わる「人道性検証」のための手法を提示
各捕獲手法における「人道性向上」のための留意を喚起
動物愛護に向けての「人道的配慮」に関わる説明責任

苦痛ストレスの定量測定による捕獲手段の

評価手法の開発

研究担当者：岐阜大学応用生物科学部 鈴木正嗣

研究のポイント

研究のねらい

研究内容

１．シカで有用な人道性評価マーカーの選択
「平穏な状態（採食中）にある時に頭部を狙撃され即死した個体」と「巻

き狩りにより勢子からの追跡を受けた後で射殺された個体」との間で，血清
コルチゾール濃度と各種血液生化学性状値を比較しました。その結果，血清
コルチゾール濃度，乳酸脱水素酵素値（以下，LDH）,クレアチンキナーゼ値
（以下，CK）が，巻き狩り個体の方で有意に高いことが確認されました（表
１）。これらの測定値は，捕殺の際の精神的もしくは身体的な人道性を評価
する上で有用なマーカーになると考えられます。

実験動物や産業動物においては，各種ストレスマーカーの定量によるスト
レス評価研究が発展し，動物の苦痛を客観的に捉えた上で人道的配慮を行う
必要性が定着しています。このような配慮は，野生動物の捕獲や殺処分の際
にも求められつつありますが，ニホンジカ（以下，シカと表記）に対しては，
その具体的方法や基準は示されていないのが実情です。そこで本研究では，
シカの捕獲や殺処分における人道的性の評価と検証を行うための「簡便かつ
低コストな手法の開発」を目的としました。

測定項目  頭部狙撃個体 

 

 巻き狩り個体 

 

例数 平均±標準偏差    例数  平均±標準偏差   

血清コルチゾール  17  1.83±1.49    11  5.21±2.56  

LDH  12  912.83±209.79    7  2,244.42±769.07  

CK  14  236.21±144.58    8  1,808.38±643.82  

 

表１ 頭部狙撃個体と巻き狩り個体で測定された血清コルチゾール，LDH，CKの数値
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⾲紙┿ ୖ：ㄏᘬ狙撃法でㄏᘬࡓࢀࡉシカ
ୗ：森林用ࣉࢵࣟࢻネࢺࢵにᤕ⋓ࡓࢀࡉシカ

ᡂᯝのά用㠃・␃ពⅬ

ື物をᑐ㇟する人道性のホ౯は、ほⓗࡋࡶくはឤぬⓗุ࡞断に࡙ࡶい࡚行わࢀ
るሙ合ࡀᑡ࡞くࡾ࠶ませࡋࡋ。ࢇ本研究では、シカをᑐ㇟するᐃ㔞ⓗ࡞ホ౯ᡭ法を
ᥦ♧するこࡀできまࡓࡋ。このᡭ法のᑟධにࡾࡼ、ྛ✀のᤕ⋓・ẅฎ分᪉法のホ౯に
ᐈほ性ࡀࢀࡑ、ࢀࡉにᚑする者ࡸᅋయの人道性にᑐするព㆑ྥୖࡶᮇᚅࢀࡉます。
市Ẹឤに࡞は、ື物ឡㆤⓗくは㛤♧するこࡋࡶ✚に、ᚲせにᛂじホ౯⤖ᯝをࡽࡉ
。ますࡾࡀ࡞つࡶにすこࡓのㄝ᫂㈐௵をᯝ࡚ࡅྥ

㸰㸬ࠕ⾑୰コルࢰࢳール⡆౽ ᐃᶵࠖのಙ㢗性᳨ド
≟用の⾑Ύコルࢰࢳールの⡆౽ ᐃᶵ（イデࢵクࢫラ࣎ラࢺリーᰴᘧ

♫のࢫナࣉࢵリーࢲー）でシカの⾑Ύコルࢰࢳールをᐃ㔞ࡋ、㓝⣲ච ᐃ
法（௨ୗ、EIA法）に࡚ࡗࡼᚓ್ࡓẚ㍑ࡋまࡑ。ࡓࡋの⤖ᯝ、᪉の ᐃ್
の㛫で᭷ព࡞┦関ࡀㄆࢀࡽࡵ（図１）、≟用ࢫナࣉࢵリーࢲーのシカにࡅ࠾
る᭷用性ࡀ☜ㄆࢀࡉま࡚ࡗࡀࡓࡋ。ࡓࡋ、ᡭ㛫㛫ࡀるEIA法に㢗࡞ࡽ
くࡶ、シカをᑐ㇟する人道性をホ౯できるこࡀ᫂ࡽにࡾ࡞まࡓࡋ

㸱㸬人道性ホ౯࣐ーカー ᐃ್にᑐする᥇⾑ᚋの㛫⤒㐣のᙳ㡪
シカ࡞の野生ື物では、ᤕẅ┤ᚋの᥇⾑ࡸゎᯒࡀᅔ㞴࡞ሙ合ࡀ多く、᥇

⾑・ゎᯒまでにせࡓࡋ㛫ࡀ ᐃ್のಙ㢗性をᦆࡡるྍ⬟性ࡾ࠶ࡀます。ࡑ

図１ ᐃ್の┦関性 ࡓࢀࡽでᚓEIA法ーࢲリーࣉࢵナࢫ

こで、ᤕẅ┤ᚋに᥇ྲྀࡓࡋ⾑ᾮを��Υ
でಖᏑࡋ、୍ᐃ㛫࠾きに⾑୰コルࢳ
、ࢁこࡓࡋール、LDH、CKを ᐃࢰ
10㛫௨ୖ⤒㐣ࡓࡋሙ合でྛࡶ ᐃ್
に᭷ព࡞ኚはㄆࢀࡽࡵませࢇでࡓࡋ
（図㸰）。࡚ࡗࡀࡓࡋ、ᤕẅ┤ᚋに᥇
㛫௨内ᩘ、ࡶく࡚࡞࠼ゎᯒを行ࡸ⾑
のᑐᛂでࢀ࠶ば ᐃ್のಙ㢗性は⥔ᣢ
。ࡓࡋまࢀࡽ࠼⪄るࢀࡉ
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